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お わ り に

ディスカッションを終えて

照 本 祥 敬

ディスカッションを開始するにあたり､

｢論点｣らしきものとしてあらかじめ確認し

たのは4つの点である｡

1.｢共同体的関係｣あるいは ｢共同体の

論理｣とはなにをさすのか｡こうしたも

のを強調する根拠はなにか｡

2.｢共同体的｣なものとこれとは異なる

ものとの関係をどうつかむのか｡

3.ジェンダーの視点からみた場合､｢共

同体｣的なものの内実をどう措けるのか｡

4.調査研究を終えたいまの時点で､この

島の ｢中退｣をめぐる課蓮とどのように

向きあうのか｡

以下､これら4つの論点にそってディス

カッションの内容を (多分に私見を交えるこ

とになるが)整理 ･補足しつつ､この島での

3年間の調査研究に関する報告を終えること

にしたい｡

論点 1について

この論点は､長谷川から提出された｡この

島の ｢中退｣の全体像をとらえる認識枠組み

の中心に ｢シマ共同体｣の固有性を位置づけ

る村上および照本への問いである｡

議論の内容を2つに分節化すれば､(1)他者

との相互扶助的関係や親密性をどう評価する

のか､(2)こうした関係性の基盤にあるものを

どうつかむのか､ということになろう｡

たしかに､相互扶助的な関係や親密さを｢共

同体的｣なものとして特定することはできな

い｡しかし､この島の場合､これらの関係性

は契約社会的な論理のなかで成立しているの

ではないこと､また関係が成立している単位

として ｢地域｣を意識することができること

などの点から､｢共同体的関係｣の強さを指

摘できのではないかと村上は考える｡

この ｢共同体的関係｣の基盤にあるのはな

にか｡この関係を成立させている必然性をど

こにみるのか｡照本の ｢共同体の論理｣とい

う形容は､｢結｣を軸にするこの島の生産様式､

生活様式のなかに､村上のいう ｢共同体的関

係｣の成立基盤をとらえていることによる｡

しかしなお､この ｢共同体的｣なるものの

実像を全体的かつ具体的にどうつかむのかに

ついては､必ずしもクリアーにはなっていな

い｡この点の掘り下げを意識しながら､2お

よび3の論点に議論は移行する｡

論点2について

2および3の論点は､村上から提出された｡

｢共同体的｣なものとこれとは異なるものと

の関係について､村上が｢交じり合い･葛藤｣

としているのにたいして､照本は ｢(前者に

後者が)包み込まれている｣とする｡両者の

関係を ｢緊張｣とみるのか ｢包摂｣とみるの

か､ということである｡

ディスカッションでの内容とはやや異なる

かもしれないが､どちらかといえば､｢緊張｣

においてとらえることの方にリアリティがあ

るように思う｡両者の関係は､Ⅰで村上が述

べているように､｢共同体｣としての要求と｢個

人ないしは家族｣的な要求との｢交じり合い ･

- 87 -



葛藤｣として浮かび上がりつつあり､こうし

たかたちで表現される両者の ｢緊張｣は今後

ますます顕在化していくだろうからである｡

また､このことは､必然的に､｢学歴｣を必

要としない- ｢学歴｣を ｢一人前｣の有力な

条件とはしない共同体の論理をおおきく揺る

がすものともなっていくだろうからである｡

ただ､こうした客観的条件の変化の渦中に

ありながらも､この島では､いまなお子ども･

青年の成長をまなざす ｢共同体｣としての視

線がおとなたちに共有されているのではない

か｡それは､たとえば､TさんがMさんやH

さんと (出会いなおす)なかで､すなわち彼

らの青年期遍歴の内実を知るなかで､当初の

｢中退｣像をシマ共同体の論理にもとづいて

修正していったことからもうかがえるのでは

ないか｡照本が ｢包摂｣とみたのは､共同体

の生活論理とともに､この論理に支えられた

おとなたちのなかにあるこのような ｢構え｣

にウエイトをおいたことによる｡

論点3について

ジェンダーの視点から ｢共同体的｣なもの

を照射した場合､そこになにがみえてくるの

か｡この論点の設定は､｢シマ共同体｣とし

て括ることによって､わたしたちの認識枠組

みからこぼれ落ちてしまうものはないのか､

という問いが下敷きになっている｡

村上が指摘するのは､女子に見られる ｢性

差｣｢結婚｣｢家族｣にたいする ｢共同体的｣

な規範の強さである｡あるいは､シマンチュ

の生活論理や生活感覚のなかに溶け込んでい

る ｢性差｣｢家族｣への構えである｡

条件的な面での困難さもあり､この島での

女性への聞き取りは量的に十分ではなかった

が､それでも､この島の生活論理が､(沖縄

全体にほぼ共通することではあるが)｢男社

会｣のそれであることは間違いがないように

思う｡その一つの論拠が､村上が指摘した､

｢外｣にいるわたしたちには｢男社会｣や｢家

父長的な家族観｣の象徴とみえるような事象

について､島の人びとが性差を問わず､まっ

たくそのような意識をもたずに暮らしている

事実である｡｢家父長的な家族観｣を補強し

ている､という観点からもシマ共同体の実像

にアプローチしていく必要があるのではない

か､と照本が述べているのはこうしたことに

よる｡

しかし､こうした評価の主要な根拠となっ

ているのは､｢一人前｣像についてのインタ

ビュー内容の分析であり､そもそも｢一人前｣

というコトバ自体が､男性が ｢成人｣となり

ゆく､という意味あいを帯びたものだったの

ではないか｡したがって､インタビューのな

かで ｢性差｣をめぐる差異が鮮明になってい

ないのは当然のことなのではないか｡長谷川

が指摘するのは､こういうことであろう｡

この指摘のとおりであれば､｢一人前｣と

いうコトバを用いることによって､そこに潜

み込んでいるかもしれない ｢性差｣が無意識

のうちに前提にされていたことになる｡この

点については､｢一人前｣というコトバのも

つ意味あいと､その受容のありようについて､

わたしたち自身と島に暮らす人びととを交差

させつつ､再度検討してみる必要があるよう

に思う｡

論点4について

この論点は照本が提出した｡わたしたちの

課題意識の1つは､中退 (者)にたいして付

与されるステレオタイプの評価､たとえば｢挫

折｣や ｢甘え｣といった評価とは異なる文脈

での ｢中退｣像を描きだすことにあった｡こ

の研究意図は､ある程度まで達成することが

できたのではないかと思う｡

しかし､｢中退｣をどのように措きだすのか､
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ということとは別に､｢中退｣をめぐる間蓮

がこの島の現在および未来にとってどのよう

な現実的意味をもちえるのか､この点を明ら

かにする課題がわたしたちには残されてい

る｡それは､近代 (学校)教育システムを相

対化する可能性を探っていくことなのか､と

いう村上の問いにたいして､そのことにもつ

ながるが､MさんやHさんが追求している学

びの世界を共有できるような"学びの共同体"

へとこの島がなりゆく可能性を探ることだ､

というように照本が述べているのはこうした

課題意識による｡

村上は､この "学びの共同体"の可能性を

追求していくための条件として､(1)共同体内

部における世代間交流と､(2)｢外｣の世界と

の交流を指摘する.長谷川の青年会活動の展

閲についての評価に照らせば､この (交流)

の中身を新たにどう創りだしていくのかが重

要な鍵になってこよう｡そこでの ｢学び｣は､

もちろん ｢学校｣的なものである必要はない

し､また､必ずしも ｢青年会｣的なものであ

る必要もないだろう｡重要なのは､おとな､

青年､子ども世代が､それぞれに ｢外｣との

交流のあり方を追求しつつ､シマ共同体にお

ける生活文化の発見 ･創造に参加していくこ

とである｡

新たな学びの世界の構築の契機は､このプ

ロセスを世代間交流をとおして立ち上げてい

くこと､その際の (参加)の形態や内実を具

体化していくことのなかに肱胎されているよ

うに思う｡
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